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行田ロータリークラブ
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第1867回　　　例　　会　　　（3月4日）

2003～04 国際ロータリーのテーマ
「手を貸そう」

会長：湯本茂作 ／ 幹事：小林一好

委員長：石渡健司／副委員長：大谷浩一
委　員：真貝俊英、諸貫健一 

クラブ会報委員会 

例会日：木曜日
　　　　午後12時30分開会
会　場：アドバンテスト
　　　　　　　行田クラブハウス

会長あいさつ
①本日の卓話、教文館土屋
　智子さんよろしく。
②鳥インフルエンザのため、
　親睦旅行目的地をハワイ
　に変更する。
③正確な出席報告に努める
　など、時勢に合った会運
　営をしていく。
④「湯本」での温泉掘削に
　許可下りる。

幹 事 報 告

委員会報告①３月プログラム決定。イ
　ンターネットご覧下さい。
②４月１４日に行田・行田
　さくら・ライオンズ３ク
　ラブ合同例会が熊谷で開
　催される。
③親睦旅行が決定した。
④新入会員予定者が承認さ
　れた。

市町村合併について（小山委員）

ア、１／１４、第１６回行田市広域合併推進協議会
　　で吹上町との合併を最優先することを決定。直
　　ちに横田市長に要望書を提出し、市長はこの方
　　向で決断した。
イ、２／２５法定合併協議会で、協議会の解散で合
　　意した。
ウ、３月中に各市町村は、議会の承認を得る手順と
　　なっている。但し、若干不確定要素もある。

［教文館］　　土屋智子様

［桜ロータリー］

　　　（宮脇書店店主）矢澤大和様

　　　（　　同　店長）大戸栄二様

［お話玉手箱］　町田昌子様、他１名

［お話タンバリン］　栗原久里子様

　　　　　　　　　　菱沼順子様

［南河原読書ボランティア］　吉野信子様

　　　　　　　　　　　　　　吉野昭子様

来　賓　者　紹　介

佐藤会員、渡辺会員、萩原会員、小池甚太郎会員
永島会員、山田会員、古橋会員、今泉会員
小林会員、鈴木会員、大野会員

結婚・誕生祝い

結婚祝い

誕生祝い
永島会員、武田会員、蔭山会員、小菅会員
川崎会員、境野会員



ニコニコ報告

合計　１１４，０００円

●湯本会長　土屋智子様本日卓話ありがとうござい

　ます。

●小林幹事　誕生祝いありがとうございます。

　今日は土屋様卓話ありがとうございます。

　武笠様叙勲祝いでは大変お世話になりました。

●矢澤大和（行田桜ＲＣ）

　お世話になります。土屋先生の卓話、店長ともど

　も勉強させていただきます。

●結婚祝いありがとうございます。

　山田晃、佐藤孝太郎、渡辺栄一、鈴木康夫

●永島健雄　おかげさまで結婚４０年に無事なりま

　した。

●誕生祝いありがとうございました。

　蔭山好信、川崎道賢、境野登章、内山俊夫

　長谷川和男

●永島健雄　おかげさまで３月９日に６４歳になり

　ます。合併問題が基本で忍城の歴史を勉強する機

　会に恵まれました。

●土屋智子さん、今日はありがとうございました。

　渡辺栄一、武笠邦之助、小池利昌、廣川和夫

　小山博、山本栄治、植田信男、古沢勇治、小沢瑛

　宮内廣介、長島隆行、真貝俊英、石塚喜助

　清水治雄、小椋剛、田山喜一郎、碓氷勝也

　島田悦男、山本憲作、持田朋春、大谷浩一

　山田晃、黒淵陽夫、斉藤恭一、稲垣功一

　小島一男

●江袋秀行　前会の家族委員会の例会大勢の出席あ

　りがとうございました。

●佐藤孝太郎　本日４日天満稲荷社祭り来てね。

●森島明文　吉野信一さん、入会おめでとうござい

　ます。歓迎いたします。いたりませんが補佐役を

　勤めさせていただきます。ともどもよろしくお願

　いいたします。

●吉野信一　今後ともよろしくお願いいたします。

卓　話

１、児童文学者、石井桃子さんが言った「こどもた
　　ち楽しい経験をたくさん積み重ねて下さい。そ
　　れが老後あなた方の支えになります。」と言う
　　言葉が印象に残った。
２、「まず楽しむ」というところからはじめて欲し
　　い。読書に対して親や大人は教育的要素や、脳
　　の発育への効果などを求めすぎてしまう。しか
　　し、こどもというものは楽しみながら経験した
　　ことによって成長していく。
３、「こどもは遊びの中から学び成長していく」
  　　翻訳家の大槻るり子さんは自宅を「亀の子文
　　庫」というこども文庫として開放しているが、
　　今の子も昔の子も違いはないという。こども文
　　庫ではまず庭で遊ばせ、その後、その子にあっ
　　た本を選んで読ませたり、読み聞かせたりして
　　いる。
４、司書は５０００冊の本を読むことが必要。
　　こどもが本に近づく環境や余裕は昔より少なく
　　なっている。大人が周到な準備をして本を与え
　　る必要がある。そのため司書は年間３００冊以
　　上、合計５０００冊の図書を読むことが必要と
　　言われた。こどもに「この本おもしろい？」と
　　聞かれて答えられなければ、司書としての役割
　　が果たせない。
５、最初は評価の定まったものから読むことがよい。
　　今日の図書出版数は年間７万点、日に２００冊。
　　こども向けは年３０００点。ブックリストの参
　　考書。「私たちが選んだこどもの本」（東京図
　　書館発行）。仲間をつくり一緒にやり、会報を
　　作ったり話し合いをする。「一番の先生はこど
　　も。こどもの反応を分析することが大事です。」
６、幼児には「わらべうた」が最適。
　　「幼い子の文学」（瀬田貞二、中公文庫）
　　「児童のための百科事典」（同、平凡社）
　　３歳くらいまでは耳からの言葉で育つ。日本人
　　が育ててきた言葉の財産である「わらべうた」
　　は、その楽しく豊かで広い語感・リズムなどが
　　幼児に一番大切な母親とのコミュニケーション
　　を育てる最高のもの。種まきの前に良く耕すこ
　　とが大切であり、ストーリイのあるものは４～
　　５歳から与えればよい。
７、こどもは突然飛躍する。
　　急がず、大人も楽しみながら良い読書環境を整
　　えよく見守ってやれば、必ずこどもの飛躍する
　　ときがくる。

「選書の仕方について」　土屋智子様

正会員数　　　７２名
出席免除者　　１３名
本日の出席者　４５名

内義務規定出席者　　９名
メークアップ　　　　２名
出席率　　　６４．４１％

出 席 報 告

講師紹介
　　（渡辺100周年委員長）
　教文館司書、土屋智子様。
１００周年記念事業として、
市立図書館に１０００冊の
児童書を寄贈したときに、
選書の中心としてご尽力い
ただいた。



写写 真真 館館
第1867回例会


